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京ト協 基金取り崩し助成金支給
相楽木津川地区 田中会長に聞く
日産京都校 122人の卒業生を送り出す
ひと JU京都青年部会長 村上力氏
◀JAF京都支部 感謝の会に205人
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故
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25
年
自
動
車
関
係
功
労
者
表
彰

︱
京
都
商
工
会
議
所
編
︱

BSI値、再びマイナス
26年１〜３月期 最賃引き上げや原材（燃）料高の影響重なる

総 

合 

判 

断

経
営
上
の
課
題

10～12月 １～3月 ４～６月 7～9月

9.3 ▲4.3 1.9 ▲1.1

製造業 8.7 ▲5.0 1.7 0.0

卸売業 10.0 ▲5.1 ▲3.9 1.4

小売業 25.0 ▲12.5 8.3 ▲4.2

建設業 4.3 15.3 ▲4.4 2.2

不動産業 ▲22.8 ▲10.0 ▲20.0 ▲5.0

運輸・倉庫業 3 ▲11.8 23.6 ▲5.9

サービス業 19.2 ▲5.0 6.3 ▲5.0

ＢＳＩ値（実績・予測）

業
　
種
　
別

総　　　計

自社概況
（総合判断）

　

府
内
に
本
社
・
本
店
が
あ
る
大
手
・
中
小
企
業
の
２

０
２
６
年
１
月
〜
３
月
期
に
お
け
る
自
社
業
況
Ｂ
Ｓ
Ｉ

値
（
経
営
状
況
の
力
強
さ
）
は
▲
４
・
３
と
前
期
実
績

９
・
３
か
ら
下
降
に
転
じ
た
。
年
末
需
要
期
後
の
反
動

に
加
え
、
最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
伴
う
人
件
費
負
担
や

原
材
（
燃
）
料
高
の
影
響
が
重
な
り
、
多
く
の
業
種
で

業
況
が
悪
化
し
た
。
国
内
景
気
Ｂ
Ｓ
Ｉ
値
も
▲
０
・
６

と
再
び
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
て
お
り
、
新
内
閣
の
経
済
政

策
へ
の
期
待
感
が
あ
る
一
方
、
中
国
と
の
関
係
や
中
東

情
勢
の
不
安
定
化
な
ど
が
影
響
し
、
先
行
き
不
透
明
感

が
強
ま
っ
て
い
る
。
京
都
商
工
会
議
所
が
発
表
し
た
。 

　

業
種
別
に
み
る
と
、
建
設

業
（
15
・
３
）
を
除
く
全
て

の
業
種
で
下
降
。
特
に
小
売

業
（
▲
12
・
５
）、
運
輸
・

倉
庫
業
（
▲
11
・
８
）、
サ

ー
ビ
ス
業
（
▲
５
・
０
）
な

ど
で
落
ち
込
み
が
目
立
っ

た
。
年
末
需
要
の
反
動
や
消

費
の
鈍
化
が
影
響
し
た
と
み

ら
れ
る
。

　

今
後
の
予
測
で
は
４
月
〜

６
月
期
に
１
・
９
と
上
昇
に

転
じ
る
も
の
の
、
７
月
〜
９

月
期
は
▲
１
・
１
と
再
び
マ

イ
ナ
ス
を
予
想
し
て
お
り
、

回
復
基
調
は
限
定
的
で
一
進

一
退
の
動
き
が
続
く
見
通
し

だ
。

　

企
業
規
模
別
に
み
る
と
、

大
手
企
業
（
５
・
０
）
は

上
昇
し
た
半
面
、
中
小
企

業
（
▲
８
・
４
）
は
大
幅
に

落
ち
込
み
、
明
暗
が
分
か
れ

た
。
コ
ス
ト
負
担
の
影
響
が

中
小
企
業
で
よ
り
大
き
く
出

て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
先
行

き
に
つ
い
て
は
大
手
・
中
小

と
も
に
持
ち
直
し
の
動
き
は

経 

営 

動 

向   

　

５
月
１
日
号
は
休
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
11
日

（
月
）
か
ら
通
常
通
り
発

行
い
た
し
ま
す
。

　
　

京
都
自
動
車
新
聞
社

み
ら
れ
る
も
の
の
、
７
月
〜

９
月
期
に
か
け
て
は
再
び
弱

含
む
見
込
み
。

　

生
産
・
売
上
高
Ｂ
Ｓ
Ｉ

値
は
▲
６
・
０
と
減
少
に

転
じ
、
建
設
業
を
除
く
全

て
の
業
種
で
減

っ
た
。
特
に
運

輸
・
倉
庫
業
（
▲

20
・
６
）、
小
売

業
（
▲
16
・
７
）

な
ど
で
減
少
幅
が

大
き
か
っ
た
。
経

常
利
益
も
▲
７
・

３
と
減
少
、
卸

売
業
（
▲
14
・

２
）、
運
輸
・
倉

庫
業
（
▲
14
・

７
）
な
ど
で
落
ち

込
み
が
顕
著
で
、

資
金
繰
り
も
▲
４
・
５
と
悪

化
し
た
。

　

全
て
の
業
種
で
マ
イ
ナ
ス

と
な
り
、
企
業
経
営
を
取
り

巻
く
環
境
の
厳
し
さ
が
浮
き

彫
り
と
な
っ
た
。 

　

当
面
の
経
営
上
の
問
題
点

で
は
、「
原
材
（
燃
）
料
高
」

が
52
・
４
％
と
回
答
率
が
増

加
し
、
18
期
連
続
で
第
１
位

と
な
っ
た
。
第
２
位
の
「
求

人
難
」
は
45
・
２
％
、
第
３

位
の
「
受
注
・
売
上
不
振
」

は
37
・
１
％
と
い
ず
れ
も
前

期
か
ら
増
え
、
企
業
の
負
担

感
が
一
層
強
ま
っ
て
い
る
。

第
４
位
の
「
人
件
費
負
担
増

大
」
は
36
・
７
％
、
第
５
位

の
「
技
能
労
働
者
不
足
」
は

18
・
４
％
。

　

業
種
別
で
は
、
製
造

業
（
58
・
６
％
）、
建
設

業
（
54
・
２
％
）
で
、
原

材
（
燃
）
料
高
の
回
答
が
多

く
、
資
材
価
格
の
高
騰
が

経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
状

況
が
続
く
。
運
輸
・
倉
庫

業
（
64
・
７
％
）、
サ
ー
ビ

ス
業
（
62
・
５
％
）、
小
売

業
（
50
・
０
％
）
は
求
人
難

が
深
刻
で
、
人
手
不
足
が
事

業
運
営
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
。

　

さ
ら
に
、
価
格
転
嫁
の
動

向
に
つ
い
て
は
、「
一
部
は

転
嫁
で
き
て
い
る
」
と
の
回

答
が
７
割
を
超
え
た
も
の

の
、
転
嫁
率
は
50
・
８
％
に

と
ど
ま
り
、
コ
ス
ト
上
昇
分

を
十
分
に
吸
収
で
き
て
い
な

い
企
業
が
多
い
。
価
格
転
嫁

の
充
足
度
に
つ
い
て
も
「
十

分
」
と
す
る
回
答
は
３
・
６

％
に
と
ど
ま
り
、「
不
十
分
」

が
６
割
を
超
え
る
な
ど
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
だ
。

　

製
造
業
は
、
操
業
率
Ｂ
Ｓ

Ｉ
値
が
▲
０
・
４
と
わ
ず
か

に
下
降
し
、
受
注
残
も
▲

１
・
３
と
減
少
基
調
。
建

設
業
に
お
け
る
受
注
高
も
▲

２
・
３
と
マ
イ
ナ
ス
で
、
公

共
・
民
間
と
も
に
減
少
傾
向

が
み
ら
れ
る
。

　

一
方
で
、
原
材
料
価
格
Ｂ

Ｓ
Ｉ
値
は
32
・
３
と
高
水
準

を
維
持
し
、
４
期
ぶ
り
に
30

を
上
回
る
な
ど
、
コ
ス
ト
上

昇
圧
力
は
依
然
と
し
て
強

い
。

　

府
内
の
２
０
２
５
年
度
の

新
車
販
売
台
数
（
軽
自
動
車

を
含
む
）
は
、
前
年
度
比

２
・
０
％
減
の
８
万
７
４

１
１
台
で
着
地
。
前
年
度
割

れ
は
、
２
年
連
続
。
前
年
度

（
０
・
５
％
減
）
並
み
と
の

予
想
が
広
が
る
中
で
、
マ
イ

ナ
ス
幅
を
広
げ
る
結
果
と
な

っ
た
。

　

登
録
車
は
５
万
５
６
５
８

台
で
、
前
年
度
比
４
・
８
％

減
の
４
年
ぶ
り
マ
イ
ナ
ス
。

軽
自
動
車
は
同
３
・
３
％
増

の
３
万
１
７
２
６
台
で
、
３

年
ぶ
り
に
プ
ラ
ス
に
転
じ
、

双
方
で
明
暗
が
分
か
れ
た
。

　

軽
自
動
車
は
、
相
次
ぎ
リ

リ
ー
ス
さ
れ
た
新
モ
デ
ル

が
、
全
体
の
数
字
を
押
し
上

げ
た
格
好
。
こ
の
影
響
か
ら

年
度
後
半
は
、
１
月
を
除
く

全
て
の
月
で
前
年
実
績
を
上

回
っ
た
。

　

一
方
の
登
録
車
は
、
年
度

初
め
の
４
月
、
５
月
に
前
年

を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
推
移

し
、
市
場
の
回
復
が
期
待
さ

れ
た
が
、
６
月
に
入
る
と
一

気
に
減
速
。
11
月
ま
で
６
カ

月
連
続
で
、
前
年
同
月
を
割

る
形
と
な
っ
た
。
12
月
に
や

や
持
ち
直
し
、
単
月
で
前
年

比
プ
ラ
ス
を
記
録
し
た
が
長

続
き
せ
ず
、
年
が
明
け
た
１

月
か
ら
３
月
ま
で
は
連
続
マ

イ
ナ
ス
を
記
録
し
た
。

　

登
録
車
は
年
間
８
カ
月
が

前
年
割
れ
の
不
調
を
極
め
、

特
に
減
少
幅
が
目
立
っ
た
の

が
３
月
。
本
来
で
あ
れ
ば
書

き
入
れ
時
の
年
度
末
だ
が
、

４
月
か
ら
の
環
境
性
能
割
廃

止
を
受
け
て
納
車
を
延
ば
す

動
き
が
一
部
の
販
売
店
で
見

ら
れ
た
。
前
年
同
月
比
９
・

７
％
減
ま
で
落
ち
込
み
、
単

月
で
２
年
ぶ
り
に
６
０
０
０

台
を
割
り
込
ん
だ
。

０
０
０
台
超
え
を
連
続
記
録

し
、
９
万
台
市
場
へ
の
復
活

が
期
待
さ
れ
た
府
内
新
車
販

売
は
、
一
歩
後
退
し
た
。

　

登
録
車
と
軽
自
動
車
を

合
わ
せ
た
月
別
の
販
売
台

数
も
、
登
録
車
の
不
振
に

引
っ
張
ら
れ
る
形
で
推

移
。
年
度
始
め
こ
そ
好
調

だ
っ
た
が
、
７
月
か
ら
３

月
ま
で
で
、
12
月
を
除
く

全
て
の
月
が
前
年
割
れ
。

軽
自
動
車
の
好
調
が
年
間

を
通
じ
た
大
き
な
ト
ピ
ッ

ク
で
あ
っ
た
が
、
登
録
車

の
減
少
幅
を
カ
バ
ー
す
る

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

直
近
２
年
間
で
８
万
９

市
場
回
復
は
一
歩
後
退

２
０
２
５
年
度

府
内
新
車
販
売

直近３年分の月別新車販売台数


